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一
般
に
人
々
は
「
文
化
財
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
古
美
術
品
や
神
（１）
社
仏
閣
を
想
起
す
る
の
で
、
文
化
財
は
芸
術
性
の
面
な
ど
か
ら
優
口
叩
主
義
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
「
モ
ノ
」
と
い
う
観
点
で
み
ら
れ
る
き
ら
いがある。
文
化
財
は
確
か
に
そ
の
よ
う
な
面
か
ら
み
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
が
、
一
方
、
文
化
財
が
持
つ
歴
史
性
と
い
う
面
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
文
化
財
の
う
ち
「
史
跡
」
や
「
歴
史
資
料
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
以
外
は
歴
史
的
な
面
よ
り
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
芸
術
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
筆
者
は
文
化
財
が
も
つ
歴
史
的
な
側
面
、
す
な
わ
ち
歴
史
学
の
素
材
と
な
る
「
文
化
財
」
Ⅱ
史
料
と
い
う
観
点
か
ら
法
政
史
学
第
六
十
号
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
視
点
の
現
状
は
じ
め
に
文
化
財
を
捉
え
て
い
く
こ
と
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
管
見
の
か
ぎ
り
文
化
財
保
護
の
現
状
を
歴
史
学
的
な
（２）
視
点
か
ら
分
析
し
論
じ
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
仙
近
・
現
代
に
お
け
る
文
化
財
保
護
行
政
の
中
で
歴
史
学
的
な
視
点
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
②
歴
史
学
的
な
視
点
と
い
う
も
の
が
文
化
財
指
定
の
上
で
ど
の
よ
う
な
形
で
展
開
し
て
き
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
③
歴
史
（
地
域
史
）
研
究
と
文
化
財
保
護
と
の
関
わ
り
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
点
に
つ
い
て
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
検
討
し
、
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
な
視
点
の
現
状
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。 馬
場
憲
○
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「
文
化
財
」
と
い
う
用
語
は
、
昭
和
二
十
五
年
Ｃ
九
五
○
）
五
月
の
文
化
財
保
護
法
成
立
と
と
も
に
一
般
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
（３）
て
い
る
。
ま
ず
こ
こ
で
は
明
治
以
降
、
日
本
の
近
代
化
の
中
で
〈
７
日
言
う
と
こ
ろ
の
「
文
化
財
保
護
行
政
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
の
歴
史
学
的
視
点
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
て
い
た
の
か
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
明
治
囚
年
（
一
八
七
二
五
月
、
太
政
官
よ
り
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
と
い
う
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
の
布
告
に
は
「
古
今
時
勢
ノ
変
遷
制
度
ノ
沿
革
ヲ
考
証
」
す
る
も
の
と
し
て
の
「
古
器
旧
物
」
の
（４）
保存が規定され、〈７日、歴史学で「史料」として位置づけ
る
こ
と
が
で
き
る
品
目
が
近
代
国
家
の
施
策
の
中
で
初
め
て
取
り
上
げられ保存の対象となっている。
つ
い
で
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
六
月
「
古
社
寺
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
法
律
で
保
存
の
対
象
と
し
た
も
の
は
古
社
寺
所
有
の
建
造
物
お
よ
び
宝
物
類
で
「
歴
史
ノ
証
徴
又
ハ
美
術
ノ
模
範
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
」
（
第
四
条
）
で
あ
る
。
歴
史
学
の
視
点
か
ら
み
て
い
く
と
「
歴
史
を
証
明
す
る
も
の
」
Ⅱ
史
料
と
な
る
べ
き
も
の
が
（５）
保存の対象となっている。
ま
た
古
社
寺
保
存
法
の
第
十
九
条
に
は
「
名
所
旧
蹟
二
関
シ
テ
ハ
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
視
点
の
現
状
（
馬
場
）
文
化
財
保
護
行
政
に
み
る
歴
史
学
的
視
点
の
沿
革
社
寺
一
一
属
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
難
佃
本
法
ヲ
準
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
り
、
歴
史
的
な
遺
跡
の
保
護
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
な
条
項
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
条
項
は
法
案
審
議
過
程
で
法
律
名
称
と
か
け
離
れ
て
い
る
旨
の
批
判
が
あ
り
、
政
府
は
こ
の
条
項
で
の
適
用
は
「
廃
寺
趾
」
に
限
定
す
る
と
の
考
え
を
示
し
て
お
り
、
歴
史
的
な
遺
跡
な
ど
の
保
存
に
は
十
分
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
（６）
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
の
文
化
財
保
護
に
対
し
関
心
が
高
ま
り
法
案
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
る
の
は
、
明
治
末
の
一
九
一
○
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
東
京
府
で
は
法
案
制
定
以
前
の
大
正
七
年
二
九
一
八
）
十
月
に
「
史
的
紀
念
物
天
然
紀
念
物
勝
地
保
存
心
得
」
と
い
う
布
告
を
出
し
、
地
方
（７）
段
階
で
の
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
心
得
で
は
、
前
文
に
国
家
的
思
想
の
根
源
と
も
言
う
べ
き
史
的
紀
念
物
天
然
紀
念
物
勝
地
に
よ
っ
て
「
愛
郷
ノ
精
神
」
を
「
潤
養
」
し
、
行
政
・
教
育
の
担
当
者
は
「
地
方
教
化
之
要
具
ト
シ
テ
十
分
其
ノ
利
用
」
を
工
夫
す
る
こ
と
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
史
的
紀
念
物
天
然
紀
念
物
勝
地
に
つ
い
て
は
保
存
と
愛
護
に
意
を
用
い
、
学
術
上
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
「
進
ン
テ
之
力
利
用
ノ
途
ヲ
識
シ
、
其
ノ
研
究
ヲ
怠
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
あ
り
、
史
料
と
し
て
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
も
記
述
が
及
ん
で
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
「
保
存
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
と
し
て
史
￣
一
一
一
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的
紀
念
物
を
「
史
料
」
と
「
史
蹟
」
に
分
け
、
史
料
と
は
「
文
書
・
記
録
・
金
石
文
・
地
図
・
絵
画
・
彫
刻
・
棟
札
・
制
札
等
」
の
こ
と
、
史
蹟
は
「
先
史
時
代
ノ
貝
塚
・
遺
物
包
含
層
ト
歴
史
時
代
ノ
神
社
・
寺
院
・
墳
墓
・
公
署
・
城
砦
・
都
邑
・
民
屋
・
学
堂
・
市
場
・
関
所
・
駅
場
・
橋
梁
・
戦
場
・
園
池
及
其
ノ
遺
趾
ヲ
云
上
其
ノ
他
著
名
ナ
ル
事
件
及
人
物
二
由
縁
ア
ル
土
地
ヲ
含
ム
」
も
の
と
し
て
（８）
いる。そし
て
大
正
八
年
二
九
一
九
）
四
月
、
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
が
公
布
さ
れ
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
な
ど
の
う
ち
（９）
「
国
ノ
歴
史
ヲ
佃
ビ
、
国
家
ノ
精
華
ヲ
発
揚
ス
ル
」
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
保
存
を
図
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
歴
史
学
の
分
野
で
研
究
素
材
と
な
り
得
る
対
象
が
文
化
財
保
護
の
分
野
に
本
格
的
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
対
象
物
は
歴
史
学
的
視
点
か
ら
み
る
と
「
史
蹟
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
保
存
す
る
対
象
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
（、）
た。戦
前
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
な
法
律
を
通
し
て
文
化
財
保
護
が
遂
行
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
文
化
財
保
護
へ
の
取
り
組
み
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年
二
九
四
五
）
八
月
の
敗
戦
と
と
も
に
文
化
財
保
護
も
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
戦
前
制
定
の
法
律
の
改
正
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
法
政
史
学
第
六
十
号
た
。
そ
の
よ
う
な
折
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
に
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
失
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
議
員
立
法
に
よ
る
法
案
が
国
会
に
提
案
さ
れ
、
翌
昭
和
二
十
五
年
五
月
に
至
り
文
化
財
保
護
法
が
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
の
成
立
に
よ
っ
て
従
前
の
国
宝
保
存
法
・
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
は
廃
止
と
な
り
、
文
化
財
保
護
行
政
は
こ
の
文
化
財
保
護
法
に
一
本
化
さ
れ
た
。
文
化
財
保
護
法
は
そ
の
後
、
数
次
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
年
二
九
七
五
）
十
月
、
制
定
以
来
で
も
っ
と
も
大
規
模
な
改
正
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
法
改
正
で
は
主
要
な
改
正
点
だ
け
で
も
八
項
目
に
お
よ
ん
で
い
た
が
、
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
み
て
い
く
と
「
有
形
文
化
財
の
定
義
の
拡
大
」
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
有
形
文
化
財
の
定
義
は
「
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
」
と
い
う
判
断
基
準
で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
「
学
術
上
価
値
の
高
い
歴
史
資
料
」
も
含
む
こ
と
を
明
記
し
て
定
義
の
拡
大
が
図
ら
れ
、
必
ず
し
も
歴
史
上
又
は
芸
術
上
の
価
値
が
高
い
も
の
で
は
な
い
が
、
歴
史
上
の
重
要
な
事
象
や
歴
史
上
の
重
要
人
物
に
関
す
る
遺
品
な
ど
に
つ
い
て
も
保
護
対
象
に
含
め
た
。
こ
の
「
歴
史
資
料
」
の
登
場
は
、
従
来
や
や
も
す
る
と
芸
術
性
至
上
主
義
的
な
文
化
財
保
護
行
政
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
学
的
視
点
重
視
の
傾
向
の
（Ⅱ）
現
れ
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
八
○
年
代
以
降
、
近
代
化
遺
産
へ
の
関
心
が
高
－
－
－
￣
￣
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今
日
、
文
化
財
指
定
の
現
状
を
み
て
い
く
と
、
法
律
や
条
例
の
中
に
「
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
」
「
歴
史
上
又
は
学
術
（Ⅲ）
上
価
値
の
高
い
も
の
」
と
文
化
財
を
定
義
し
て
お
り
、
現
状
の
指
定
文
化
財
の
中
に
も
、
歴
史
学
的
な
視
点
を
考
慮
に
入
れ
た
文
化
財
指
定
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
文
化
財
指
定
の
現
状
と
し
て
、
⑩
歴
史
空
間
の
保
存
や
②
歴
史
事
象
を
関
連
付
け
て
の
保
存
が
行
わ
れ
て
い
る
東
京
都
内
の
事
例
を
紹
介
し
、
文
化
財
指
定
が
歴
史
学
的
な
視
点
を
導
入
し
多
様
な
手
法
に
よ
っ
て
展
開
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
にする。
ま
る
中
で
、
文
化
庁
で
は
平
成
二
年
二
九
九
○
）
度
か
ら
近
代
化
（旧）
遺
産
（
建
造
物
等
）
総
〈
ロ
調
査
を
開
始
し
た
。
一
方
、
広
島
の
「
原
爆
ド
ー
ム
」
の
世
界
遺
産
化
を
求
め
る
流
れ
の
中
で
、
平
成
七
年
三
月
史
跡
の
指
定
基
準
の
改
正
が
図
ら
れ
、
例
示
の
中
に
近
代
の
遺
跡
（旧）
も
含
む
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
以
後
、
近
代
史
を
視
野
に
入
れ
た
文
化
財
の
指
定
・
保
存
が
促
進
さ
れ
て
き
て
い
る
。
１
歴
史
空
間
の
保
存
（脂）
【事例１］虎柏神社（東京都青梅市根ヶ布一丁目）
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
視
点
の
現
状
（
馬
場
）
二
文
化
財
指
定
に
み
る
歴
史
学
的
視
点
東
京
都
の
西
部
に
位
置
す
る
虎
柏
神
社
は
延
喜
式
内
社
に
比
定
さ
れ
る
古
社
で
あ
る
。
永
正
年
間
（
一
五
○
四
～
一
五
二
一
）
に
勝
沼
城
主
一
一
一
田
氏
宗
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
享
保
十
二
年
つ
七
二
七
）
の
「
武
蔵
国
多
摩
郡
小
曾
木
郷
総
社
縁
起
」
に
は
、
天
正
十
八
年
二
五
九
○
）
浅
野
長
政
が
正
殿
に
諏
訪
神
、
東
の
相
殿
に
虎
柏
神
、
西
の
相
殿
に
疫
神
を
定
め
、
小
曾
水
郷
の
総
社
を
号
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
は
諏
訪
明
神
社
と
称
し
て
い
た
。
天
正
十
九
年
十
一
月
に
は
徳
川
氏
よ
り
朱
印
地
三
石
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
印
高
は
幕
末
ま
で
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
に
は
社
号
を
旧
名
の
虎
柏
神
社
に
改
め
、
虎
柏
神
を
正
殿
、
諏
訪
神
を
東
側
に
遷
座
し
、
明
治
六
年
十
二
月
郷
社
に列せられている。
現
在
、
境
内
に
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
多
摩
郡
青
梅
村
大
柳
の
張
海
次
郎
兵
衛
が
棟
梁
を
務
め
、
同
郡
羽
村
根
岸
の
大
工
宮
川
善
右
衛
門
ら
が
工
事
に
携
わ
っ
て
建
立
さ
れ
た
本
殿
を
中
心
に
諸
殿
舎
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
虎
柏
神
社
の
立
地
す
る
場
所
は
霞
川
上
流
の
谷
戸
に
あ
り
、
そ
の
境
域
は
本
殿
の
位
置
す
る
谷
戸
全
体
を
包
み
込
む
よ
う
に
周
辺
の
丘
陵
部
ま
で
拡
が
り
、
境
内
地
に
は
シ
イ
・
カ
シ
・
ス
ギ
の
古
木
が
繁
茂
し
、
境
域
周
縁
の
丘
陵
部
は
雑
木
林
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
境
域
の
状
況
を
詳
し
く
み
て
い
く
と
、
南
端
に
は
石
造
の
鳥
居
一
一
一
一
一
一
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（
明
治
四
十
三
年
造
立
）
が
あ
り
、
境
内
へ
の
入
口
と
な
っ
て
い
る
。
傾
斜
の
あ
る
参
道
を
登
っ
て
い
く
と
、
途
中
、
右
手
奥
に
建
築
年
代
が
幕
末
か
ら
明
治
初
期
と
考
え
ら
れ
る
社
務
所
が
建
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
参
道
を
進
む
と
玉
石
垣
が
積
ま
れ
石
段
で
一
段
高
く
な
っ
た
所
に
突
き
当
た
る
が
、
そ
こ
の
上
に
前
述
し
た
本
殿
が
鎮
座
し
て
い
る
。
本
殿
に
は
覆
屋
（
明
治
四
十
二
年
建
立
）
が
か
か
り
、
そ
の
前
に
幣
殿
と
拝
殿
（
明
治
十
八
年
建
立
）
、
手
水
舎
（
昭
和
五
十
二
年
建
立
）
な
ど
の
建
物
が
存
し
て
い
る
。
拝
殿
の
東
西
に
は
木
造
の
「
朝
日
の
仮
屋
」
「
夕
日
の
仮
屋
」
（
か
つ
て
は
稲
穂
で
仮
設
的
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
）
が
建
っ
て
い
る
が
、
本
殿
の
前
方
（
西
南
方
向
）
の
高
峰
山
頂
（
海
抜
二
四
二
メ
ー
ト
ル
）
に
は
摂
社
高
峯
神
社
（
昭
和
三
十
五
年
建
立
の
石
祠
）
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
境
域
内
に
は
手
水
用
の
水
盤
（
嘉
永
三
年
造
立
）
、
狛
犬
（
大
正
十
三
年
寄
進
）
、
燈
篭
（
昭
和
四
十
二
年
造
立
）
、
鳥
居
（
昭
和三十五年造立）、石碑などの石造物も配されている。
と
こ
ろ
で
、
虎
柏
神
社
の
境
内
で
は
、
毎
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
Ⅱ
に
か
け
て
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
祭
は
二
十
六
日
に
御
殿
入
り
祭
、
二
十
七
日
に
椀
飯
の
式
・
高
峯
神
社
祭
、
さ
ら
に
二
十
八
日
に
は
お
炊
き
上
げ
・
例
大
祭
・
奉
納
相
撲
な
ど
の
順
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
御
殿
入
り
祭
は
、
深
夜
に
燈
火
を
す
べ
て
消
し
た
中
で
、
社
殿
の
両
側
に
設
け
ら
れ
た
カ
ヤ
で
囲
っ
た
仮
屋
法
政
史
学
第
六
十
号
に
奉
安
さ
れ
た
幣
束
と
神
宝
類
を
氏
子
の
代
表
が
持
ち
、
神
歌
を
奉
唱
し
な
が
ら
社
殿
の
周
り
を
三
周
し
て
本
殿
内
に
納
め
る
と
い
う
神
事
で
、
古
風
な
祭
の
形
態
を
よ
く
遺
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
沿
革
と
由
緒
を
も
つ
虎
柏
神
社
に
対
し
、
東
京
都
教
育
委
員
会
が
文
化
財
指
定
を
行
っ
た
の
は
平
成
五
年
（
一
九
九
一一一）一一一月一一十二日のことであった。
ま
ず
本
殿
に
つ
い
て
は
「
数
少
な
い
二
間
社
の
遺
構
の
一
つ
で
建
築
年
代
も
三
間
社
と
し
て
は
古
い
時
期
に
属
し
、
装
飾
的
要
素
も
控
え
め
で
全
体
的
に
古
式
を
伝
え
る
貴
重
な
神
社
建
築
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
七
月
吉
Ｈ
の
修
理
銘
の
あ
る
棟
札
を
「
付
」
と
し
て
、
そ
れ
を
含
め
て
東
京
都
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
境
域
〈
約
四
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
は
江
戸
～
明
治
期
の
「
旧
態
を
よ
く
留
め
、
宗
教
的
神
秘
性
を
有
す
る
独
特
な
空
間
を
形
成
し
て
い
る
」
と
の
理
由
で
、
虎
柏
神
社
境
域
関
係
資
料
（
境
内
絵
図
面
）
二
点
を
「
付
」
と
し
、
そ
れ
ら
関
係
資
料
も
含
め
て
東
京
都
の
史
跡
に
指
定
し
た
。
さ
ら
に
御
殿
入
り
祭
な
ど
の
神
事
は
明
治
～
昭
和
期
の
祭
礼
行
事
関
係
の記録二一一一一点を「付」とし、虎柏神社の祭礼行事として
「
固
有
の
神
事
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
奉
納
相
撲
も
古
様
を
よ
く
遺
し
て
い
る
」
、
「
祭
祀
組
織
も
都
市
化
の
進
み
つ
つ
あ
る
中
で
、
旧
来
の
住
民
だ
け
で
運
営
さ
れ
る
古
い
形
が
よ
く
保
た
れ
て
い
る
」
な
四
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【事例２］春口ｕ神社（東京都西多摩郡桧原村）
東
京
都
西
多
摩
郡
桧
原
村
本
宿
の
春
日
神
社
は
多
摩
川
の
支
流
で
あ
る
南
・
北
秋
川
が
合
流
す
る
渓
谷
沿
い
に
立
地
す
る
古
社
で
あ
る。
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
よ
る
と
、
春
日
神
社
で
は
戦
国
期
以
前より毎年一一月一一Ⅱに例祭が当番を決めて執り行われてい
（Ⅳ）
た
。
現
在
、
こ
の
祭
礼
の
中
、
心
を
成
す
行
事
は
「
御
餉
神
事
」
と
呼
ばれ、毎年一一一月一日から二日にかけて執行されている。御
銅
神
事
は
、
前
年
に
行
わ
れ
る
祭
礼
の
直
会
時
に
次
の
年
の
当
番
を
選
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
選
ば
れ
た
当
番
は
当
該
年
の
祭
礼
直
前
の
一
定
期
間
、
精
進
潔
斎
を
し
た
上
で
、
祭
礼
当
日
の
深
夜
、
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
、
東
京
都
無
形
民
俗
文
化
財
（
風
俗
慣
習
）
に
指定された。
こ
の
よ
う
に
虎
柏
神
社
に
つ
い
て
は
、
建
築
史
的
な
価
値
を
有
す
る
本
殿
を
単
体
と
し
て
指
定
し
保
護
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
御
殿
入
り
祭
と
い
う
古
い
形
の
神
事
が
執
行
さ
れ
、
さ
ら
に
本
殿
・
殿
舎
・
石
造
物
・
古
木
な
ど
が
江
戸
～
明
治
期
の
旧
態
を
よ
く
留
め
、
境
域
全
体
が
宗
教
的
空
間
を
形
成
し
て
い
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
一
つ
の
空
間
を
歴
史
的
な
視
点
か
ら
価
植
付
け
し
、
文
化
財
指
定
を
行
い
そ
の
保
存
を
図
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
視
点
の
現
状
（
馬
場
）
南
秋
川
に
入
っ
て
身
を
清
め
た
後
に
本
殿
前
の
境
内
地
で
火
打
ち
石
に
よ
っ
て
火
を
起
こ
し
、
飯
を
炊
く
。
炊
き
あ
が
っ
た
飯
は
木
椀
に
大
高
盛
り
に
し
、
翌
早
朝
、
神
鱗
と
し
て
神
前
に
献
上
さ
れ
る
。
現
代
で
は
極
め
て
珍
し
い
形
態
の
神
事
で
あ
る
。
ところで、御銅神事については、元亀一一一年（一五七二）
以
来
、
「
御
銅
帳
」
と
言
わ
れ
神
事
当
番
者
の
氏
名
や
そ
の
時
期
の
出
来
事
な
ど
を
記
し
た
記
録
が
現
在
ま
で
書
き
綴
ら
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
神
事
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
な
状
況
の
中
で
続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
一
）
の
御
銅
帳
に
は
地
元
桧
原
城
の
城
主
で
こ
の
地
方
の
有
力
な
領
主
で
あ
っ
た
平
山
氏
重
・
氏
久
親
子
の
当
番
参
加
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
全
国
的
な
凶
作によって未曾有の大飢饅となった天保七年（一八三六）
に
は
米
が
不
足
し
た
の
で
粥
を
食
し
て
行
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る。以
上
の
よ
う
な
内
容
と
由
緒
を
持
つ
、
桧
原
村
春
Ⅱ
神
社
の
御
餉
神
事
に
対
し
、
東
京
都
教
育
委
員
会
が
文
化
財
指
定
を
行
っ
た
の
は、昭和六十一一一年（一九八八）二月一一十二日のことで、御
銅
帳
八
点
を
「
付
」
と
し
、
そ
れ
を
含
め
東
京
都
無
形
民
俗
文
化
財
（風俗慣習）として指定している。その文化財指定の理由
は
「
中
世
末
期
以
来
中
断
せ
ず
に
行
わ
れ
て
お
り
、
神
事
を
支
え
る
五
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氏
子
組
織
も
崩
壊
せ
ず
、
古
様
を
よ
く
保
っ
て
い
る
。
し
か
も
都
内
で
は
類
例
を
見
な
い
神
事
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
実
施
を
裏
付
け
る
史
料
も
完
備
し
て
お
り
、
神
社
信
仰
そ
し
て
祭
祀
組
織
の
旧
状
を
よ
く
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
世
以
来
の
民
俗
行
事
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
た
御
餉
神
事
は
、
約
川
百
年
以
上
に
わ
た
り
中
断
せ
ず
続
い
て
き
た
御
銅
神
事
の
実
施
を
裏
付
け
る
貴
重
な
史
料
の
存
在
を
一
つ
の
根
拠
に
指
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
御
餉
神
事
を
単
に
希
少
的
な
民
俗
行
事
と
し
て
価
値
付
け
る
だ
け
で
は
な
く
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
の
文
化
財
指
定
に
対
す
る
配
慮
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
状
況
か
ら
そ
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
場
所
が
歴
史
的
な
空
間
と
し
て
認
識
ざ
れ
保
存
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
現
状
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
歴
史
事
象
を
関
連
付
け
て
の
保
存
【事例３］武蔵野新田村（東京都青梅市新町）
東
京
都
青
梅
市
新
町
の
前
身
は
多
摩
郡
新
町
村
で
あ
り
、
近
世
初
頭
に
武
蔵
野
台
地
開
発
の
先
駆
け
と
な
っ
た
新
田
開
発
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
村
落
で
あ
る
。
こ
の
新
町
村
開
発
の
経
緯
を
詳
細
に
綴
っ
た
（旧）
「仁君開村記」によると、新町村の開発は天正十八年（一
五
九
○
）
七
月
小
田
原
北
条
氏
の
滅
亡
後
、
青
梅
在
の
師
岡
村
に
士
法
政
史
学
第
六
十
号
着
し
た
土
豪
吉
野
織
部
之
助
が
土
着
後
二
十
一
年
を
経
た
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
二
月
、
江
戸
幕
府
代
官
に
武
蔵
野
開
発
の
願
書
を
提
出
し
た
時
に
始
ま
る
。
翌
十
七
年
に
は
東
西
に
走
る
青
梅
街
道
を
挟んで南北両側一二十一一一軒ずつ計六十六軒分の屋敷割が行わ
れ
た
。
し
か
し
、
当
初
は
開
発
に
参
加
す
る
百
姓
は
皆
無
で
開
発
事
業
は
順
調
に
進
ま
ず
、
織
部
之
助
は
幕
府
代
官
に
新
田
村
へ
の
出
百
姓
（
移
住
農
民
）
の
募
集
と
井
戸
柵
り
人
足
の
徴
集
を
願
い
、
村
内
五
ヶ
所
に
井
戸
を
掘
り
飲
料
水
の
確
保
に
努
め
、
同
時
に
周
辺
農
民
を
人
足
と
し
て
徴
発
し
新
町
村
か
ら
江
戸
道
・
秩
父
道
・
伝
馬
道
・
八
王
子
道
・
川
越
道
な
ど
を
開
設
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
村
づ
く
り
が
一
応
軌
道
に
乗
っ
た
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
か
ら
は
「
市
」
が
開
設
さ
れ
、
時
代
が
前
後
す
る
が
、
慶
長
十
八
年
に
は
月
山
養
風
を
招
き
村
内
に
屋
敷
地
を
与
え
普
化
宗
の
鈴
法
寺
を
建
立
し
、
東
禅
寺
と
い
う
寺
院
も
元
和
二
年
に
勧
請
し
て
い
る。と
こ
ろ
で
、
現
在
、
Ⅲ
新
町
村
周
辺
の
歴
史
的
な
環
境
は
道
路
の
拡
幅
や
家
屋
の
建
替
え
な
ど
に
よ
っ
て
随
分
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
開
村
時
の
屋
敷
割
と
街
村
集
落
と
し
て
の
景
観
は
い
く
ら
か
残
り
、
屋
敷
割
当
時
と
同
じ
二
軒
分
の
広
さ
を
有
す
る
開
発
者
吉
野
家
の
旧
屋
敷
地
に
は
慶
長
十
八
年
に
掘
っ
た
井
戸
や
旧
吉
野
家
の
住
宅
な
ど
が
現
存
し
て
い
る
。
織
部
之
助
の
系
譜
を
ひ
く
吉
野
家
に
は
開
一一一一ハ
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発
当
時
の
こ
と
を
記
録
し
た
「
仁
君
開
村
記
」
な
ど
四
点
の
史
料
を
は
じ
め
四
千
点
近
い
江
戸
～
明
治
期
の
村
方
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
以
前
の
築
造
で
新
町
村
開
発
時
に
大
規
模
な
改
修
が
行
わ
れ
江
戸
中
期
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
大
井
戸
は
復
元
整
備
さ
れ
、
現
在
、
公
開
が
図
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
新
町
村
開
村
時
に
勧
請
さ
れ
た
鈴
法
寺
は
明
治
四
年
（
一
八
七
二
普
化
宗
の
廃
宗
に
伴
い
、
廃
寺
と
な
り
、
現
在
は
そ
の
寺
院
跡
地
が
一
部
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
旧
鈴
法
寺
の
堂
宇
に
掛
か
っ
て
い
た
木
額
は
東
禅
寺
の
本
堂
に
扁
額
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
な
沿
革
を
持
つ
青
梅
市
新
町
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
現
存
す
る
近
世
初
期
の
開
村
時
に
遡
る
遺
構
・
遺
跡
・
遺
物
に
対
し
、
東
京
都
教
育
委
員
会
が
文
化
財
指
定
を
行
っ
た
の
は
昭
和
四
十
五
年
二
九
七
○
）
八
月
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
昭
和
四
十
五
年
八
月
三
日
、
「
仁
君
開
村
記
」
な
ど
四
点
が
「
武
蔵
野
新
田
開
発
の
先
駆
を
な
す
新
町
村
開
拓
当
時
の
資
料
と
（四）
し
て
貴
重
な
も
の
」
と
の
判
断
に
よ
っ
て
都
郷
士
資
料
（
民
政
に
関
（、）
す
る
文
献
）
に
指
定
さ
れ
、
Ｍ
時
に
歴
代
住
持
の
墓
石
一
○
基
余
り
が
遣
る
鈴
法
寺
跡
地
の
一
部
が
都
旧
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
四
日
に
は
幕
末
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
建
築
で
吉
野
織
部
之
助
の
子
孫
が
代
々
居
住
し
て
き
た
住
宅
一
棟
が
「
江
戸
時
代
末
の
名
主
階
級
民
家
の
完
成
し
た
多
室
間
取
り
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
視
点
の
現
状
（
馬
場
）
（幻）
の
姿
を
保
有
す
る
遺
構
と
－
」
て
貴
重
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
で
、
東
京
都
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和五十七年一一一月二十六日には開発名主士口野織部之助を祖と
す
る
吉
野
家
で
所
蔵
し
て
き
た
古
文
書
約
四
千
点
が
「
近
世
初
期
の
典
型
的
な
開
拓
村
落
で
あ
る
新
町
村
の
農
民
生
活
の
実
態
を
は
じ（犯）
め、周辺村落の歴史的な動向などがわかる貴重乞捗史料群」
と
し
て
東
京
都
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）
の
指
定
を
う
け
、
さ
ら
に
平成五年（一九九一一一）三月一一十一一Ｕには新町村開村時に大
規
模
に
改
修
さ
れ
た
大
井
戸
が
「
近
世
初
期
に
先
立
つ
中
世
後
期
武
蔵
野
台
地
の
開
発
状
況
を
坊
佛
さ
せ
る
遺
構
で
、
上
総
掘
り
が
当
地
に
伝
来
す
る
以
前
の
井
戸
掘
り
技
術
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
歴
史
お
よ
び
学
術
的
な
価
値
は
高
く
、
指
（幻）
定
し
保
存
整
備
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の
理
市
、
に
よ
っ
て
東
京
都
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
尚
又
、
時
代
が
前
後
す
る
が
、
昭
和
一二十九年十一月一一一日には鈴法寺の本堂に掲げられていた扁
額
で
表
面
に
「
武
叢
禅
林
」
、
裏
面
に
文
化
十
二
年
二
八
一
五
）
製
作
の
由
来
を
刻
ん
だ
木
額
（
現
・
東
禅
寺
蔵
）
が
青
梅
市
有
形
文
（別）
化財に指定共どれている。
こ
の
よ
う
に
青
梅
市
新
町
は
、
近
世
初
期
武
蔵
野
開
発
の
先
駆
を
な
す
多
摩
郡
新
町
村
開
拓
を
跡
づ
け
る
貴
重
な
遺
構
・
遺
跡
・
遺
物
が
伝
存
さ
れ
て
き
た
地
域
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
七
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［事例４一三多摩自由民権運動の関連遺跡と史料（東京都
（躯）
あきる野市）
東
京
都
あ
き
る
野
市
深
沢
（
旧
多
摩
郡
深
沢
村
）
は
、
旧
五
日
市
町
の
市
街
地
か
ら
北
西
に
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
山
間
の
集
落
で
、
こ
の
集
落
の
も
っ
と
も
奥
ま
っ
た
場
所
に
深
沢
家
の
屋
敷
地
の
跡がある。
か
つ
て
そ
の
屋
敷
地
に
住
ん
で
い
た
深
沢
氏
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
前
の
沿
革
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
現
存
す
る
古
文
書
な
ど
か
ら
江
戸
時
代
後
半
よ
り
土
地
集
積
を
行
い
山
林
地
主
と
し
て
大
き
く
産
を
伸
ば
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
中
期
に
は
深
沢
村
の
名
主
役
に
就
任
し
、
幕
末
に
は
「
同
心
株
」
を
購
入
し
江
戸幕府の下級武士である八王子千人同心に就き、村内鎮守
社
の
神
主
を
も
勤
め
て
い
た
。
明
治
維
新
を
迎
え
深
沢
家
を
継
い
だ
名
生
は
深
沢
村
の
戸
長
に
就
任
し
、
息
子
の
権
八
は
村
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
神
奈
川
県
会
議
員
に
当
選
し
て
い
る
。
名
生
・
権
八
親
子
は
三
町
一
四
ケ
村
か
ら
中
に
あ
っ
て
歴
史
的
事
象
と
文
化
財
を
関
連
づ
け
な
が
ら
文
化
財
指
定
が
図
ら
れ
て
お
り
、
文
化
財
保
護
が
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
て
い
る
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る。
法
政
史
学
第
六
十
号
四
○
名
近
い
会
員
を
集
め
学
習
会
・
討
論
会
・
研
究
会
な
ど
を
行
っ
て
い
た
民
権
結
社
「
学
芸
講
談
会
」
の
指
導
的
な
立
場
に
あ
り
、
五
日
市
地
域
の
自
由
民
権
運
動
の
中
心
的
な
人
物
と
し
て
活
躍
を
し
て
いた。深沢家では当時「東京ニテ出版スル新刊ノ書籍ハ、
（妬）
悉
ク
之
ヲ
購
求
シ
テ
聿
白
庫
二
蔵
シ
」
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
新
思
想
の吸収に意欲的で購入された書籍は自由に閲覧させ、また
貸
出
し
も
行
い
私
設
図
書
館
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
現
存
す
る
書
籍
は
政
治
・
法
律
関
係
の
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
書
籍
に
は
朱
点
や
朱
線
が
施
さ
れ
熟
読
の
あ
と
が
み
ら
れ
、
こ
の
時
期
、
深
沢
家
を
中
心
に
学
習
熱
が
盛
り
上
が
り
、
活
発
な
読
書
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、
深
沢
家
の
屋
敷
跡
（
約
二
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
は
南
面
し
、
深
沢
川
に
沿
っ
て
築
か
れ
た
石
垣
の
上
に
あ
り
、
深
沢
川
に
流
れ
込
む
小
川
に
架
か
る
小
橋
を
渡
る
と
東
面
す
る
表
門
と
下
屋
が
あ
り
、
か
つ
て
主
屋
が
建
っ
て
い
た
場
所
は
更
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
士
蔵
は
当
時
の
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
屋
敷
地
の
裏
手
は
急
な
勾
配
を
持
っ
た
傾
斜
地
で
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
て
、
上
段
に
は
深
沢
家
先
祖
代
々
の
墓
地
と
白
髭
社
・
稲
荷
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
存
す
る
土
蔵
か
ら
は
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
、
の
ち
に
〃
民
衆
憲
法
“
と
し
て
反
響
を
呼
ん
だ
「
五
日
市
憲
法
草
案
」
を
は
じ
め
深
沢
家
文
書
約
一
万
点
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
当
地
八
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以
上
の
よ
う
な
沿
革
と
歴
史
的
な
由
緒
を
持
つ
深
沢
家
屋
敷
跡
に
対
し
て
東
京
都
教
育
委
員
会
が
文
化
財
指
定
を
行
っ
た
の
は
昭
和
五
十
八
年
五
月
六
日
の
こ
と
で
、
そ
の
指
定
理
由
は
「
江
戸
時
代
後
期
の
名
主
屋
敷
の
旧
態
を
と
ど
め
、
ま
た
三
多
摩
自
由
民
権
運
動
を
象
徴
す
る
「
五
日
市
憲
法
草
案
」
発
見
の
場
所
で
あ
り
、
当
時
五
日
市
地
域
で
民
権
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
豪
農
民
権
家
の
生
活
様
態
を
推
定
し
得
る
遺
跡
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
東
京
都
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
一
方
、
当
地
か
ら
発
見
さ
れ
た
五
日
市
憲
法
草
案
ご
冊
）
も
昭
和
五
十
八
年
五
月
六
日
「
全
文
五
篇
一
一
章
二
○
四
条
で
、
同
時
期
の
私
擬
憲
法
草
案
に
比
べ
詳
細
で
、
基
本
的
人
権
の
保
障
に
周
到
な
配
慮
が
示
さ
れ
て
い
る
な
ど
内
容
的
に
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
三
多
摩
自
由
民
権
運
動
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
指
定
し
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て、東京都有形文化財（古文書）に指定されている。
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
歴
史
的
な
事
象
の
中
で
遺
さ
れ
て
き
た
個
々
の
文
化
財
を
関
連
づ
け
な
が
ら
文
化
財
指
定
が
図
ら
れ
て
お
り
、
文
化
財
の
指
定
が
地
域
の
歴
史
を
理
解
す
る
と
い
う
視
点
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
試
み
ら
れ
て
き
て
い
る
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と位置づけられている。
は一一一多摩自由民権運動研究の記念碑的意味合いを持つ場所
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
視
点
の
現
状
（
馬
場
）
【
事
例
５
］
高
幡
不
動
本
尊
像
内
文
書
（
東
京
都
日
野
市
高
幡
金
剛寺所蔵）
東
京
都
日
野
市
高
幡
に
あ
る
高
幡
山
金
剛
寺
は
真
一
言
宗
智
山
派
の
別
格
本
山
で
あ
り
、
通
称
で
「
高
幡
不
動
尊
」
と
呼
ば
れ
、
関
東
三
不
動
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
名
刹
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
貞
観
年
間（八五九～八七七）に慈覚大師が清和天皇の勅願によっ
て
東
関
鎮
護
の
霊
場
と
定
め
、
不
動
尊
像
を
奉
安
し
た
時
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
金
剛
寺
に
は
不
動
堂
な
ど
の
建
造
物
を
は
じ
め
美
術
工
芸
品
な
ど
九
件
が
国
・
東
京
都
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
奥
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
重
要
文
化
財
「
木
造
不
動
明
王
及
二
童
子
像
」
は
丈
六
の
不
動
明
王
坐
像
を
中
文
化
財
を
史
料
と
位
置
づ
け
文
化
財
を
通
し
て
行
う
歴
史
研
究
に
よって、新しい歴史像の創造や発見に結び付いていく場合
と
、
単
な
る
「
遺
物
」
と
み
て
い
た
も
の
を
重
要
な
文
化
財
と
し
て
新
た
に
認
識
し
て
い
く
ケ
ー
ス
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
な
視
点
と
い
う
問
題
関
心
を
、
歴
史
研
究
、
と
り
わ
け
地
域
史
研
究
と
文
化
財
保
護
と
の
相
関
関
係
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
三
歴
史
（
地
域
史
）
研
究
と
文
化
財
保
護
九
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尊
と
し
、
半
丈
六
に
近
い
二
童
子
立
像
を
左
右
に
配
し
て
い
る
。
不
動明王坐像は建武二年（一一一一一一一五）の大暴風雨による不動
堂倒壊に伴い破損し、康永元年（一一一一四二）に修理が施さ
れ
て
い
る
が
、
造
形
の
一
部
に
平
安
後
期
の
特
色
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
平
安
時
代
の
丈
六
の
不
動
三
尊
像
と
し
て
貴
重
な
作
例
と
（、）
考筥えられている。
そ
の
不
動
明
王
坐
像
の
像
内
に
納
め
ら
れ
伝
存
し
て
き
た
の
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
高
幡
不
動
本
尊
像
内
文
書
で
あ
る
。
こ
の
像
内
文
書
は
伝
承
に
よ
る
と
大
正
末
～
昭
和
初
年
頃
に
本
尊
の
首
部
の
辺
り
か
ら
束
ね
た
形
で
取
り
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
内
容
な
ど
わ
か
ら
な
い
状
態
の
ま
ま
金
剛
寺
で
保
管
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
六
十
年
二
九
八
五
）
度
か
ら
二
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
東
京
都
教
育
委
員
会
と
日
野
市
教
育
委
員
会
が
合
同
で
行
っ
た
調
査
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
像
内
文
書
の
概
要
が
明
ら
か
と
な
り
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
二
日
「
東
京
都
に
所
在
し
、
か
つ
、
東
京
都
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
史
料
と
し
て
は
最
古
の
古
文
書
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
胎
内
文
書
に
よ
り
東
京
都
の
歴
史
ば
か
り
で
は
な
く
、
わ
が
国
中
世
の
在
地
の
状
況
（羽）
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
重
要
な
手
掛
り
に
な
る
」
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
東
京
都
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
日
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
よ
る
平
成
四
年
度
発
行
の
「
日
野
市
史
史
料
集
高
幡
不
動
胎
内
文
書
編
」
編
纂
の
過
程
で
、
断
簡
法
政
史
学
第
六
十
号
を
含
む
六
九
通
の
文
書
と
五
一
紙
の
断
片
に
分
類
整
理
さ
れ
た
。
同
時
に
そ
れ
ら
文
書
六
九
通
の
う
ち
五
○
通
が
日
野
本
郷
に
所
領
を
も
つ
山
内
経
之
と
い
う
在
地
領
主
の
自
筆
書
状
と
認
め
ら
れ
、
古
文
書
の内容から南北朝期の暦応一一年（一一一一一一一九）、常陸合戦に
従
軍
し
て
戦
死
し
た
山
内
経
之
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
高
幡
不
動
の
修
復
な
っ
た
本
尊
不
動
明
王
の
像
内
に
納
め
ら
れ
伝
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
古
文
書
は
日
常
生
活
に
関
す
る
も
の
を
は
じ
め
、
常
陸
合
戦
の
陣
営
や
戦
場
か
ら
留
守
宅
の
妻
子
や
高
幡
不
動
の
僧
侶
な
ど
に
宛
て
た
内
容
の
も
の
が
大
半
を
占
め
、
当
時
の
東
国
武
士
の
実
相
や
合
戦
の
実
態
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
（豹〉
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
成
果
を
得
て
、
国
は
平
成
六
年
六
月
二
十
八
Ⅱ
付
け
で
、
そ
れ
ら
古
文
書
（
六
九
通
。
附
文
書
断
片
五
一
葉
）
を
「
高
幡
不
動
本
尊
像
内
文
書
」
と
し
て
重
要
文
化
財
（
古
（釦）
文書）に指定した。
こ
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
初
は
そ
の
内
容
す
ら
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
断
簡
や
断
片
な
ど
を
含
む
古
文
書
群
が
、
と
に
か
く
も
東
京
都
教
育
委
員
会
と
日
野
巾
教
育
委
員
会
の
合
同
調
査
の
成
果
を
う
け
て
、
東
京
都
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
自
治
体
史
編
纂
の
過
程
で
古
文
書
の
詳
細
な
検
討
と
解
読
に
よ
っ
て
、
南
北
朝
期
東
国
社
会
の
様
相
が
明
ら
か
と
な
り
、
像
内
文
書
が
地
域
史
研
究
の
深
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
状
況
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
学
術
四
○
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【事例６］宝暦箱訴事件大丹波村牢死者供養碑（東京都西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
人
丹
波
）
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
の
大
丹
波
と
い
う
山
間
の
集
落
に
「
宝
暦
箱
訴
事
件
大
丹
波
村
牢
死
者
供
養
碑
」
と
い
う
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
供
養
碑
は
台
座
と
碑
文
石
と
か
ら
成
り
、
高
さ
約
一・一一一一メートルで、碑文石の表面には施主と死去した一一一
人
の
戒
名
・
死
亡
年
月
日
が
刻
ま
れ
て
い
る
石
碑
に
す
ぎ
な
い
が
、
昭和五十四年（一九七九）三月一一一十一日「多摩の歴史を語
る
上
で
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
宝
暦
箱
訴
事
件
関
係
の
史
料
と
し
（別）
て
貴
重
な
も
の
」
と
の
理
由
に
よ
っ
て
東
京
都
有
形
民
俗
文
化
財
（犯）
（金石文）に指定された）。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
供
養
碑
が
文
化
財
指
定
さ
れ
る
に
際
し
、
そ
の
理
由
と
な
っ
た
宝
暦
箱
訴
事
件
と
は
、
江
戸
時
代
の
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
武
州
田
安
領
十
九
ヶ
村
の
農
民
た
ち
が
年
貢
増
徴
政
策
に
反
対
し
て
「
年
貢
減
免
」
の
要
求
を
掲
げ
て
立
ち
上
が
り
、
最
終
的
に
は
江
戸
幕
府
評
定
所
の
目
安
箱
に
ま
で
的
な
研
究
成
果
を
う
け
て
、
像
内
文
書
が
希
有
の
史
料
的
価
値
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
重
要
文
化
財
指
定
に
至
っ
て
お
り
、
文
化
財
指
定
に
よ
る
保
存
と
歴
史
研
究
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
視
点
の
現
状
（
馬
場
）
訴
え
、
十
九
ヶ
村
の
村
役
人
や
小
前
百
姓
な
ど
一
九
一
名
（
う
ち
十
名
は
吟
味
中
に
死
亡
）
が
処
罰
を
う
け
る
と
い
う
農
民
た
ち
に
多
大
な
犠
牲
を
出
し
た
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
供
養
碑
が
現
存
す
る
Ⅲ
大
丹
波
村
で
も
、
こ
の
時
、
事
件
に
関
係
し
た
名
主
七
郎
右
衛
門
・
組
頭
長
兵
衛
・
百
姓
政
右
衛
門
・
百
姓
六
郎
左
衛
門
の
四
名
の
も
の
が
捕
ら
え
ら
れ
取
調
べ
中
に
牢
死
し
て
い
る
。
大
丹
波
の
供
養
碑
は
彼
ら
吟
味
中
に
牢
死
し
た
者
た
ち
を
供
養
す
る
た
め
、
事
件
後
間
も
な
い
時
期
に
大
丹
波
村
の
村
人
た
ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
答
人
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
幕
藩
体
制
下
に
あ
っ
て
は
表
立
っ
て
供
養
さ
れ
る
こ
と
も
、
ま
し
て
顕
彰
（鋼）
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
近
代
以
降
、
こ
の
事
件
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
符
見
の
か
ぎ
り
詳
細
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
宝
暦
箱
訴
事
件
に
つ
い
て
は
地
元
自
治
体
史
な
ど
で
事
件
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
す
（鈍）
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
一
月
に
至
（粥）
り
、
は
じ
め
て
本
格
的
な
論
考
が
発
表
さ
れ
、
つ
い
で
昭
和
五
十
一
年
六
月
に
は
旧
大
丹
波
村
の
事
件
犠
牲
者
顕
彰
碑
の
建
立
を
記
念
し
（妬）
て
「
大
丹
波
村
乃
義
民
」
が
編
ま
れ
た
。
特
に
後
者
の
成
果
に
よ
っ
て
前
掲
の
供
養
碑
に
彫
ら
れ
た
戒
名
の
人
物
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
供
養
碑
の
歴
史
的
な
意
味
づ
け
が
図
ら
れ
、
そ
の
存
在
が
広
く
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
五
十
三
年
九
月
、
青
梅
四
一
Hosei University Repository
以
上
、
本
稿
で
は
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
な
視
点
の
現
状
を
検
証
す
る
た
め
、
ま
ず
文
化
財
保
護
行
政
の
中
で
の
歴
史
学
的
視
点
の
沿
革
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、
現
在
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
の
文
化
財
指
定
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
歴
史
（
地
域
史
）
研
究
と
文
化
財
保
護
と
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
市
教
育
委
員
会
か
ら
収
集
し
た
「
宝
暦
箱
訴
事
件
」
関
係
の
古
文
書
（”）
を
収
録
し
た
史
料
集
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
史
料
を
通
し
て
事
件
の
全
体
像
が
明
ら
か
と
な
り
、
研
究
の
促
進
が
図
られた。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
大
丹
波
村
で
事
件
の
犠
牲
者
と
な
っ
て
牢
死
し
た
人
々
を
供
養
し
た
石
碑
に
つ
い
て
文
化
財
的
な
価
値
付
けが行われ、前述のように昭和五十四年一一一月三十一日東京
都
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
に
よ
る
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
宝
暦
箱
訴
事
件
大
丹
波
村
牢
死
者
供
養
碑
の
文
化
財
指
定
の
事
例
は
、
地
域
史
研
究
の
深
化
に
伴
い
供
養
碑
が
文
化
財
と
し
て
重
要
な
価
値
を
有
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
、
保
護
の
手
が
差
し
延
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ
り
、
歴
史
学
の
研
究
と
文
化
財
保
護
が
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
政
史
学
第
六
十
号
お
わ
り
に
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
そ
の
実
態
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
簡
単
に
要
約
し
最
後
に
若
干
の
研
究
課
題
を
述
べ
結
論
と
す
る。近
代
日
本
に
お
け
る
文
化
財
保
護
行
政
の
中
で
、
今
日
、
歴
史
学
の
分
野
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
史
料
」
を
保
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
四
年
五
月
の
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
の
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
時
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
大
正
八
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
に
よ
っ
て
保
護
対
象
が
拡
げ
ら
れ
、
歴
史
学
の
分
野
で
研
究
素
材
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
「
史
蹟
」
等
が
文
化
財
保
護
行
政
の
分
野
に
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
戦
後
の
昭
和
二
十
五
年
五
月
、
文
化
財
保
護
法
が
成
立
し
た
が
、
そ
の
文
化
財
保
護
法
が
昭
和
五
十
年
十
月
に
至
り
大
規
模
な
改
正
が
行
わ
れ
た
結
果
、
有
形
文
化
財
の
定
義
が
拡
大
し
、
「
歴
史
資
料
」
と
い
う
種
別
が
新
た
に
設
け
ら
れ
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
学
的
な
視
点
を
考
慮
し
た
保
護
行
政
が
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
○
年
代
以
降
は
、
平
成
七
年
三
月
、
史
跡
の
指
定
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
広
島
の
「
原
爆
ド
ー
ム
」
の
文
化
財
指
定
が
図
ら
れ
、
近
代
史
を
視
野
に
入
れ
た
文
化
財
保
護
行
政
が
促
進
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
東
京
都
内
に
お
け
る
文
化
財
指
定
の
実
態
を
み
て
い
く
と
、
青
梅
市
の
虎
柏
神
社
（
事
例
１
）
や
桧
原
村
の
春
日
神
社
（
事
例
２
）
の
例
示
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
四
一
一
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つ
の
文
化
財
を
単
体
と
し
て
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
文
化
財
を
総
体
で
捉
え
、
一
定
の
空
間
を
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
価
値
付
け
保
存
を
図
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
青
梅
市
の
武
蔵
野
新
田
村
（
事
例
３
）
や
三
多
摩
自
由
民
権
関
連
遺
跡
と
史
料
（
事
例
４
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
つ
の
歴
史
的
事
象
の
中
で
遺
さ
れ
て
き
た
個
々
の
文
化
財
を
そ
れ
ぞ
れ
関
連
付
け
な
が
ら
文
化
財
指
定
を
行
い
、
文
化
財
を
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し、その保存を図ってきている実態を窺うことができた。
ま
た
歴
史
（
地
域
史
）
研
究
と
文
化
財
保
護
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
高
幡
不
動
本
尊
像
内
文
書
（
事
例
５
）
や
宝
暦
箱
訴
事
件
大
丹
波
村
牢
死
者
供
養
碑
（
事
例
６
）
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
歴
史
（
地
域
史
）
研
究
の
深
化
と
そ
の
成
果
を
う
け
て
文
化
財
の
指
定
と
保
護
が
図
ら
れ
て
き
て
お
り
、
歴
史
学
研
究
と
文
化
財
保
護
と
が
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
こ
の
よ
う
に
文
化
財
保
護
の
現
状
を
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
み
て
い
く
と
、
近
年
、
近
代
史
や
文
化
財
の
有
す
る
歴
史
性
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
文
化
財
保
護
行
政
が
積
極
的
に
促
進
さ
れ
て
き
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
が
、
一
方
、
歴
史
空
間
や
歴
史
事
象
を
意
識
し
た
極
め
て
興
味
深
い
手
法
に
よ
る
文
化
財
指
定
と
保
存
が
図
ら
れ
、
ま
た
歴
史
（
地
域
史
）
研
究
と
文
化
財
保
護
と
が
緊
密
な
関
わ
り
の
中
で
展
な
っ
た
。
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
視
点
の
現
状
（
馬
場
）
開
し
て
き
て
い
る
状
況
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
な
視
点
と
言
っ
た
場
合
、
文
化
財
は
時
代
の
「
歴
史
観
」
の
中
で
価
値
付
け
ら
れ
指
定
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
文
化
財
保
護
行
政
は
明
治
初
年
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
現
行
の
指
定
文
化
財
の
中
に
は
戦
前
の
国
家
主
義
的
な
「
歴
史
観
」
の
中
で
指
定
さ
れ
、
戦
後
も
そ
の
ま
ま
指
定
が
継
続
し
て
き
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
財
の
中
に
は
極
め
て
政
治
性
を
孕
ん
だ
も
の
も
あ
る
。
今
後
、
そ
れ
ら
の
取
り
扱
い
と
、
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
文
化
財
保
護
を
行
っ
て
い
っ
た
場
合
、
文
化
財
に
対
し
下
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
歴
史
的
な
価
値
観
を
、
将
来
を
見
据
え
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
な
ど
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
註（
１
）
荻
野
昌
弘
編
「
文
化
遺
産
の
社
会
学
」
（
新
曜
社
）
序
文
（
四
頁）。
（
２
）
筆
者
は
、
歴
史
学
と
は
「
過
去
の
歴
史
的
な
事
象
に
つ
い
て
史
料
を
通
し
て
研
究
し
解
明
し
て
い
く
学
問
領
域
で
あ
る
」
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
言
う
「
歴
史
学
的
な
視
点
」
と
は
、
主
に
文
化
財
を
歴
史
学
研
究
の
「
史
料
」
と
位
置
づ
け
、
文
化
財
が
も
四
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つ
芸
術
性
な
ど
よ
り
も
歴
史
的
な
側
面
を
重
視
し
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
文
化
財
を
捉
え
て
い
く
こ
と
と
規
定
し
て
お
く
。
（
３
）
高
木
博
志
「
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
ｌ
天
皇
就
任
儀
礼
・
年
中
行
事
・
文
化
財
」
（
校
倉
書
房
）
二
八
○
頁
。
（
４
）
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
監
修
「
文
化
財
保
護
関
係
法
令
集
」
（
ぎ
よ
う
せ
い
）
一
九
七
～
一
九
八
頁
。
こ
の
布
告
で
は
「
古
器
旧
物
」
を
祭
器
・
古
玉
寶
石
・
石
弩
雷
斧
・
古
鏡
古
鈴
・
銅
器
・
古
瓦
・
武
器
・
古
書
書
・
古
書
籍
並
古
経
文
・
扁
額
・
楽
器
・
鐘
鈷
碑
銘
墨
本
・
印
章
・
文
具
諸
具
・
農
具
・
工
匠
器
械
・
車
輿
・
屋
内
諸
具
・
布
帛
・
衣
服
装
飾
・
皮
革
・
貨
幣
・
諸
金
製
造
器
・
陶
磁
器
・
漆
器
・
度
量
權
衡
・
茶
器
香
具
花
器
・
遊
戯
具
・
雛
幟
等
偶
人
並
兒
玩
・
古
佛
像
並
佛
具
・
化
石
な
ど
三
一
の
種
類
に
分
け
、
そ
の
品
目
と
所
蔵
者
名
と
を
記
載
提
出
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
（
５
）
な
お
、
こ
の
法
律
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
三
月
「
国
宝
保
存
法
」
と
改
称
さ
れ
、
指
定
対
象
の
範
囲
は
個
人
・
公
共
団
体
・
国
な
ど
が
所
有
す
る
も
の
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
る
が
、
指
定
の
要
件
は
古
社
寺
保
存
法
同
様
「
歴
史
ノ
証
徴
又
ハ
美
術
ノ
模
範
ト
為
ル
ヘ
キ
モ
ノ
」
（
第
一
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
（
６
）
椎
名
慎
太
郎
「
精
説
文
化
財
保
護
法
」
（
新
Ⅱ
本
法
規
出
版
）
二一頁。
（
７
）
前
掲
註
（
６
）
の
椎
名
慎
太
郎
著
書
二
一
一
一
～
二
四
頁
。
（８）「史蹟名勝天然紀念物保存法」（東京府）一八～一九頁。
（９）『貴族院議事速記録」大正八年三月十一日。
（
ｕ
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
（
東
京
府
）
の
九
頁
に
よ
る
と
法
政
史
学
第
六
十
号
次
の
よ
う
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
｜
、
都
城
阯
、
宮
阯
、
行
宮
阯
其
ノ
他
皇
宮
二
関
係
深
キ
史
践
二
、
社
寺
ノ
阯
跡
及
祭
祀
信
仰
二
関
ス
ル
史
蹟
ニ
シ
テ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
三
、
古
墳
及
著
名
ナ
ル
人
物
ノ
墓
並
碑
四
、
古
城
阯
、
城
砦
、
防
塁
、
古
戦
場
、
国
郡
庁
阯
其
ノ
他
政
治
軍
事
二
関
係
深
キ
史
蹟
五
、
聖
廟
、
郷
学
、
藩
学
、
文
庫
又
ハ
是
等
ノ
阯
其
ノ
他
教
育
、
学
芸
二
関
係
深
キ
史
蹟
六
、
薬
園
阯
、
悲
田
院
阯
其
ノ
他
社
会
事
業
二
関
係
深
キ
史
蹟
七
、
古
関
阯
、
一
里
塚
、
窯
阯
、
市
場
阯
其
ノ
他
産
業
交
通
土
木
等
二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
史
蹟
八
、
由
緒
ア
ル
旧
宅
、
苑
池
、
井
泉
、
樹
石
ノ
類
九
、
貝
塚
、
遺
物
包
含
地
、
神
寵
石
其
ノ
他
人
類
学
及
考
古
学
上
重
要
ナ
ル
遺
蹟
十
、
外
国
及
外
国
人
二
関
係
ア
ル
重
要
ナ
ル
史
蹟
十
一
、
重
要
ナ
ル
伝
説
地
（
Ⅱ
）
歴
史
資
料
の
指
定
は
昭
和
五
十
二
年
六
月
か
ら
始
ま
り
、
現
在
、
シ
ー
ポ
ル
ト
関
係
資
料
、
蘭
学
・
洋
学
・
和
算
な
ど
の
学
術
関
係
資
料
、
ペ
リ
ー
来
航
時
に
招
来
さ
れ
た
モ
ー
ル
ス
電
信
機
、
安
政
の
五
カ
国
条
約
な
ど
一
二
五
件
（
平
成
十
五
年
八
月
一
日
現
在
）
が
歴
史
資
料
と
し
て
文
化
財
指
定
さ
れ
て
い
る
。
四
四
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（
、
）
『
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史
」
（
ぎ
よ
う
せ
い
）
三
九
一
頁
。
（
Ⅲ
）
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
監
修
「
文
化
財
保
護
関
係
法
令
集
」
（ぎようせい）一一二一一一～一一二五頁。
（
Ⅲ
）
文
化
財
保
護
法
の
第
二
条
に
よ
る
と
民
俗
文
化
財
を
除
き
、
有
形
文
化
財
（
た
だ
し
考
古
資
料
を
除
く
）
、
無
形
文
化
財
、
記
念
物
に
対
し
、
本
稿
で
明
示
し
た
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
表
現
で
文
化
財
を
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
東
京
都
文
化
財
保
護
条
例
に
も
同
様
の
定
義
がみられる。
（通）虎柏神社の概要と文化財指定の内容などについては「文
化
財
の
保
護
」
（
東
京
都
教
育
委
員
会
）
第
別
号
を
参
照
し
て
記
述
した。
（
肥
）
春
日
神
社
で
行
わ
れ
る
「
御
銅
神
事
」
の
概
要
や
文
化
財
指
定
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
「
東
京
都
文
化
財
指
定
説
明
書
」
（
東
京
都
教育委員会昭和六十一一一年二月）を参照して記述した。
（
Ⅳ
）
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
第
六
巻
七
九
頁
。
（
旧
）
青
梅
市
教
育
委
員
会
発
行
『
仁
君
開
村
記
杣
保
志
」
（
青
梅
市
史史料集第Ⅲ十七号）。
（岨）「文化財の保護」（東京都教育委員会）第３号一八頁。
（
別
）
昭
和
五
十
一
年
三
月
の
東
京
都
文
化
財
保
護
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
「
東
京
都
有
形
文
化
財
（
古
文
書
こ
と
な
る
。
（Ⅲ）「文化財の保護」（東京都教育委員会）第９号一八頁。
（
聖
「
東
京
都
文
化
財
指
定
議
案
説
明
書
」
（
東
京
都
教
育
庁
社
会
教
育
部
文
化
課
昭
和
五
十
七
年
一
月
）
。
（
聖
「
文
化
財
の
保
護
」
（
東
京
都
教
育
委
員
会
）
第
加
号
。
文
化
財
保
護
に
お
け
る
歴
史
学
的
視
点
の
現
状
（
馬
場
）
（
皿
）
『
青
梅
市
ゆ
か
り
の
文
化
財
』
（
青
梅
市
郷
士
博
物
館
）
四
○
頁
。
（
妬
）
三
多
摩
自
由
民
権
運
動
の
関
連
遺
跡
と
史
料
の
概
要
・
文
化
財
指
定
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
「
東
京
都
文
化
財
指
定
等
議
案
説
明
書
」
（
東
京
都
教
育
庁
社
会
教
育
部
文
化
課
昭
和
五
十
八
年
四
月
）
を参照して記述した。
（
別
）
「
利
光
鶴
松
翁
手
記
」
（
「
三
多
摩
、
川
民
権
史
料
集
」
下
巻
九
二五頁所収）。
（
ご
「
月
刊
文
化
財
」
７
月
号
（
平
成
六
年
七
月
）
一
四
頁
。
（
翌
「
東
京
都
文
化
財
指
定
議
案
説
明
書
」
（
東
京
都
教
育
庁
社
会
教
育
部
文
化
課
昭
和
六
十
三
年
一
月
）
。
（
閉
）
高
幡
不
動
本
尊
像
内
文
書
の
詳
細
な
内
容
は
「
日
野
市
史
史
料
集
高
幡
不
動
胎
内
文
書
編
」
（
日
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
平
成
五
年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（釦）『月刊文化財」７月号（平成六年七月）三一一一～一一一四頁。
（
別
）
「
東
京
都
文
化
財
指
定
議
案
説
明
書
」
（
東
京
都
教
育
庁
社
会
教
育
部
文
化
課
昭
和
五
十
三
年
十
一
一
月
）
。
（
犯
）
そ
の
後
、
文
化
財
の
種
別
変
更
が
行
わ
れ
、
現
在
は
東
京
都
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
（羽）地元の伝承では、江戸時代は供養碑には荒縄がかけられ
て
い
た
と
い
う
（
こ
の
伝
承
に
つ
い
て
は
奥
多
摩
町
文
化
財
保
護
審
議会会長で郷士史研究家の安藤精一氏にご教示をうけた）。
（
型
『
定
本
市
史
青
梅
』
（
昭
和
四
十
一
年
刊
）
な
ど
に
宝
暦
箱
訴
事
件
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
（
弱
）
飯
島
端
治
「
武
州
田
安
領
に
お
け
る
宝
暦
期
箱
訴
騒
動
を
め
ぐ
っ
四五
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（
附
記
）
本
稿
は
一
九
九
八
年
六
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
法
政
大
学
史
学
会
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
研
究
と
文
化
財
」
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
発
言
し
た
内
容
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
私
事
に
よ
り
遅
れ
て
い
た
原
稿
の
発
表
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
史
学
科
諸
先
生
方
の
ご
好
意
に
対
し
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。
て
」
急
歴
史
論
」
第
五
号
昭
和
四
十
九
年
一
月
）
。
（
韮
安
藤
精
一
編
で
大
丹
波
義
民
顕
彰
会
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
（
師
）
青
梅
市
郷
土
博
物
館
編
「
田
安
領
宝
暦
箱
訴
事
件
ｌ
多
摩
人
の
抵
抗
の
心
を
さ
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
青
梅
市
史
史
料
集
第
二
十
三
号
）
。
法
政
史
学
第
六
十
号
四
六
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